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第４回

あおもりシニアスキー交流大会
平
成
26
年
２
月
１
日
（
土
）
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
に
て
「
第
４
回
あ
お
も

り
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
交
流
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
参
加

し
た
60
歳
以
上
の
男
女
42
名
が
国
際
エ
リ
ア
ア
ル
ペ
ン
コ
ー
ス
を
元
気
に

滑
走
し
ま
し
た
。
競
技
の
ル
ー
ル
は
、
各
自
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
を
滑
り
、

予
想
タ
イ
ム
を
申
告
し
、
本
レ
ー
ス
タ
イ
ム
と
の
誤
差
が
少
な
い
ほ
う
が

優
位
と
な
り
ま
す
。
選

手
は
華
麗
な
シ
ュ
プ
ー

ル
を
描
き
、
闘
志
を
燃

や
し
て
い
ま
し
た
。

エンジョイスキー！

健闘を誓って

さ
あ
、
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！
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― 75歳以上の部 ―
優　勝	 沼　尾　十　二（青森市）
準優勝	 松　橋　桂　子（青森市）
第３位	 町　中　一　男（八戸市）

― 70歳～74歳の部 ―
優　勝	 齋　藤　雪　雄（弘前市）
準優勝	 前　田　歸　一（弘前市）
第３位	 佐　藤　精　吾（五所川原市）

― 65歳～69歳の部 ―
優　勝	 市ノ渡　康　勝（野辺地町）
準優勝	 船　水　　隆　（平川市）
第３位	 佐々木　　悟　（青森市）

― 60歳～64歳の部 ―
優　勝	 小笠原　俊　一（弘前市）
準優勝	 俵　谷　久　光（青森市）
第３位	 小　野　勝一郎（平川市）

今大会の受賞者
おめでとうございました

勢いよくコーナーへ

華麗なターン

コース全景

皆の声援を後にスタート！！

新
聞
記
事
で
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た

平成26年２月４日（火） 陸奥新報社より提供
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シ
ニ
ア
ス
キ
ー
交
流
大
会
は
、
滑
走
を
楽
し
み
な
が
ら
、
誰
に
で
も
優
勝
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
大
会
で
す
。
速
さ
だ
け
で
は
な
く
、
申
告
の
タ
イ
ム
に
、
よ
り

近
い
タ
イ
ム
で
滑
走
す
る
正
確
さ
が
重
要
で
す
。

　

20
年
位
昔
は
、
80
歳
を
超
え
て
の
ス
キ
ー
は
ま
れ
で
し
た
。
現
在
の
マ
ス
タ
ー

ズ
の
大
会
で
は
、
85
歳
以
上
で
も
20
名
を
超
え
る
選
手
が
意
気
揚
々
滑
っ
て
い
ま

す
。
い
か
に
寿
命
が
伸
び
、
元
気
か
が
わ
か
り
ま
す
。
み
な
大
会
に
向
け
て
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
ど
ん
ど
ん
健
康
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
人
口
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
ス
キ
ー
人
口
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
タ
イ
ム
を
考
え
る
と
い
い
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
参
加
の
際
は
ス

キ
ー
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
！！

あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ス
キ
ー
交
流
大
会
　

元
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
理
事

一
般
財
団
法
人
青
森
県
ス
キ
ー
連
盟
　
副
会
長
兼
専
務
理
事

工
藤
利
雄
さ
ん
（
67
歳
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

真ん中が工藤さん

競技説明

スタート前の様子
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平成25年12月13日（金）青森市スポーツ会館にて「第４回あお

もりシニアカーリング交流大会」を開催しました。県内各地から

参加した60歳以上の男女32名が

チームに分かれストーンを投げ合

いました。各チーム予選や決勝と

３試合、氷上のチェスを競い楽し

み大会は終了しました。

優　勝	 シルバー№１
	 碇　谷　寿　明（青森市）
	 狩　野　春　美（青森市）
	 山　本　正　教（青森市）
	 山　谷　幸　正（青森市）

準優勝	 フラワー
	 赤　平　昭　二（青森市）
	 佐々木　朋　子（青森市）
	 阿　部　弘　一（青森市）
	 小　畑　治　雄（青森市）

第３位	 ブラックサンダー
	 工　藤　き　み（青森市）
	 丹　代　光　夫（青森市）
	 鳴　海　隆　夫（青森市）
	 　林　　芳　樹（青森市）

あおもりシニアフェスティバル
　カーリング交流大会

練習もしっかり

きれいなフォーム

「よし！！決める！！」

「よーし！いけー！！」

4



　

今
年
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
、「
学
ぶ
こ
と
は
、
無
限
の
広
が
り

と
奥
の
深
さ
が
あ
る
・
・
・
。」
と
学
長
の
言
葉
に
生
か
さ
れ
、

や
る
気
満
々
で
ス
タ
ー
ト
。

　

入
学
式
で
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
、
フ
ァ
イ
ル
を
受
け
取
り
、
新

た
な
勉
強
の
始
ま
り
。

　

講
座
は
、
各
分
野
か
ら
専
門
家
に
よ
り
「
一
般
教
養
」「
健
康

と
生
活
」「
地
域
と
歴
史
文
化
」「
各
種
ク
ラ
ブ
活
動
」
と
楽
し

み
な
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
沢
山
。
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
聴
い

て
み
た
い
も
の
ば
か
り
。
白
神
山
地
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
工
藤

光
治
氏
が
「
山
の
も
の
は
、
山
の
神
の
贈
り
物
」
と
語
り
、
山

の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
熊
と
共
存
し
、
白
神
で
暮
ら
し
て
い
る

「
マ
タ
ギ
」
の
生
き
方
に
感
動
し
た
。

　

受
講
生
に
人
気
が
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
社
交
ダ
ン
ス
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
絵
手
紙
、
み
や
こ
う
た
な
ど
か
ら

自
由
に
選
択
で
き
、
講
座
の
一
番
人
気
。
民
間
の
カ
ル
チ
ャ
ー

も
顔
負
け
で
あ
る
。

　

多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん
だ
１
年
間
、
ち
ょ
っ
と
し
た

大
学
生
の
雰
囲
気
と
、
ど
こ
か
オ
シ
ャ
レ
っ
ぽ
い
シ
ニ
ア
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
な
っ
て
い
る
。「
学
ぶ
こ
と
は
健
康
に
な
る
」
秘
訣
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
も
の
だ
。

平
成
25
年
度 

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ 

一
年
間
の
様
子

～
今
年
度
を
振
り
返
っ
て
～　

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
３
組　

吉
田　

博

カレッジ祭

みんなで社交ダンス 白神の自然・マタギとは
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作
家
吉
川
英
治
氏
の
名
言
「
吾
以
外
、
皆
吾
師
な
り
」
を
心

に
刻
み
、
互
い
に
学
び
あ
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々

努
力
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
学
級
編
成
で
３
組
の
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
あ
た
ら
し
い
仲
間
も
増
え
、
沼
尾
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー

の
下
、
和
や
か
な
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
楽
し
い
。
ク
ラ
ス
の
歌
「
手

の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
を
チ
ョ
イ
ス
、
他
の
ク
ラ
ス
も
全
て
同
じ

歌
を
選
び
、
び
っ
く
り
！
受
講
生
全
員
の
心
が
繋
が
っ
て
い
る

証
だ
と
思
っ
た
。
飯
田
さ
ん
の
歌
唱
指
導
で
始
ま
る
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
経
験
で
き
思
い
出
が
多
か
っ
た

３
組
・
・
・
。

　

ま
た
、
今
年
初
め
て
と
な
る
私
た
ち
の
学
園
祭
、「
青
森
シ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ
祭
」
は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
実

行
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
が
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
」
と

多
く
の
受
講
生
か
ら
賛
同
も
あ
り
、
今
後
に
向
け
て
自
信
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
１
年
、
厳
し
い
寒
さ
に
も
め
げ
ず
、

ど
う
に
か
頑
張
り
と
お
す
こ
と
も
で
き
た
の
も
、
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
を
学
び
、
元
気
を
貰
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
交
流

サ
ロ
ン
青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
る
限
り
、
学
び
続
け
た
い

と
思
う
。

　

あ
な
た
と
わ
た
し
の
合
言
葉
「
シ
ニ
・
カ
レ
」
で
会
い
ま
し
ょ

う
！
笑
顔
の
再
会
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

仲間とワイワイ

体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ク
ラ
ス
発
表

息
を
合
わ
せ
て

紙工作
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び
仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

う
た
ご
え
と
お
食
事
会

青
森
支
部

　
〝
楽
し
く
歌
っ
て
美
味
し
く
食
べ

て
〟
１
月
17
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン

マ
ル
ク
を
貸
切
り
、
75
名
の
会
員
が

集
い
「
う
た
ご
え
と
お
食
事
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
の
後
、
作
見
裕
美
先
生
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
１
部
10
曲
、
唱
歌
、

抒
情
歌
謡
な
ど
楽
し
く
歌
っ
た
、
15

分
間
の
休
憩
を
と
り
、
２
部
の
最
初

は
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ

で
始
ま
り
テ
ー
プ
に
合
わ
せ
て
当
時

に
思
い
を
よ
せ
て
の
大
合
唱
は
男
性

の
声
が
響
き
混
声
合
唱
団
の
様
で
大

感
動
で
し
た
、
次
に
作
見
先
生
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
ナ
ツ
メ
ロ

や
青
春
時
代
の
な
つ
か
し
い
曲
、
日

本
の
名
曲
な
ど
10
曲
を
楽
し
く
歌
い

終
わ
っ
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
お
食
事
会
は
サ
ラ

ダ
、
メ
イ
ン
料
理
と
自
家
製
パ
ン
の

食
べ
放
題
、
コ
ー
ヒ
ー
、
デ
ザ
ー
ト

等
大
満
足
の
お
食
事
会
で
し
た
。
大

き
な
声
で
歌
い
、美
味
し
く
食
べ
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
一
日
で
し
た
。

　
（
青
森
支
部　

佐
々
木
瑞
生
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、ゲ
ー
ム
に
歓
喜
と
笑
い
の
渦

　

２
月
15
日
、
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
。

　
「
寒
い
日
が
続
い
て
い
る
が
、
今
日
は
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
白
取
支
部
長
の
開
会
挨
拶
を
受
け
早
速
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
。

　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
っ
た
！
勝
っ
た
！
と
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
カ
ー
ド
を
奪
い

合
う
「
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
や
、
新
聞
紙
で
創
っ
た
棒
を
箱
に
投
げ
入

れ
、箱
に
入
っ
た
棒
の
数
を
競
い
合
う
「
棒
投
げ
ゲ
ー
ム
」
そ
し
て
椅
子
に
座
っ

て
大
き
な
サ
イ
コ
ロ
を
蹴
る
「
サ
イ
コ
ロ
サ
ッ
カ
ー
」
等
々
。

　

心
に
誰
か
へ
の
不
満
を
抱
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
時
ば
か
り
は
と
サ

イ
コ
ロ
を
力
い
っ
ぱ
い
「
ド
ー
ン
」
と
蹴
飛
ば
し
た
Ａ
子
さ
ん
に
「
サ
イ
コ
ロ

を
誰
だ
ど
思
っ
て
吹
っ
飛
ば
し
た
の
さ
！
」
の
声
が
飛
び
、
観
客
が
大
き
な
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
当
会

会
長
の
佐
々
木
朋
子
さ
ん

は
レ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
者
だ
け
に
、
参

加
者
が
心
ゆ
く
ま
で
楽
し

め
る
よ
う
企
画
に
知
恵
を

絞
っ
て
く
れ
た
。

　

最
後
に
全
員
が
輪
に
な
っ

て
「
こ
の
木
な
ん
の
木
」
の

唄
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
が
参
加
者
60
人
は
レ

ク
行
事
に
満
足
し
て
く
れ
た

よ
う
で
、
み
ん
な
笑
顔
に
包

ま
れ
、
10
歳
も
20
歳
も
若
が

え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
い
１
日
で
あ
っ
た
。

（
青
森
支
部　

西
塚
幸
弘
）
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一
月
恒
例
の
音
楽
セ
ミ
ナ
ー

津
軽
支
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

津
軽
支
部

　

１
月
31
日
（
金
）、
吹
雪
の
中
を
約
70
名
が
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
に
参
集
。
講
師
は

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
う
弘
前
医
療
福
祉
大
学
教
授
・
副
学
長
の
相
澤

保
正
先
生
。
今
回
初
め
て
響
き
の
豊
か
な
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
の
せ
て
、「
一

月
一
日
」
を
初
め
と
し
、
懐
か
し
い
童
謡
や
文
部
省
唱
歌
を
歌
っ
た
。

　

歌
の
合
間
の
お
話
が
楽
し
い
。「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
は
３
番
ま
で
歌
わ
な
い
と
巌い

わ
お頭
に

立
つ
美
し
い
少お

と
め女
の
歌
う
魔ま
が
う
た歌
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
人
も
舟
も
波
間
に
沈
ん
で
し
ま

う
と
い
う
物
語
は
終
わ
ら
な
い
と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
る
。
又
、
二
人
の
作
曲
家
が
作
曲

し
た
北
原
白
秋
の
「
砂
山
」
に
つ
い
て
、
中
山
晋
平
作
曲
の
ほ
う
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
和

太
鼓
の
響
き
が
現
れ
て
賑

や
か
な
曲
想
に
な
っ
て
お

り
、
一
方
、
山
田
耕
筰
作
曲

で
は
打
ち
寄
せ
る
波
の
音

が
伴
奏
の
中
に
響
き
、
ラ
ル

ゴ
に
近
い
ア
ダ
ー
ジ
ョ
の

テ
ン
ポ
で
寂
寥
た
る
感
じ

の
曲
想
に
仕
上
が
っ
て
い

る
・
・
・
な
ど
と
沢
山
話
し

て
下
さ
っ
た
。

　

最
後
に
会
員
の
希
望
に

よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
明
日
へ
」
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ

ン
グ
「
花
は
咲
く
」
を
全
員

で
歌
い
幕
を
閉
じ
た
。
歌
が

ま
す
ま
す
好
き
に
な
る
よ

う
な
集
会
で
あ
っ
た
。

（
津
軽
支
部　

鳴
海　

紀
）

　

あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
で
は
、
２
月
17
日
弘
前
市
「
高
崎
Ｖ
ボ
ウ
ル
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」

で
会
員
42
名
が
参
加
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
親
睦
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
し
て
の
珍
プ
レ
ー
に
笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
本
間
支
部
長
、
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
工
藤
推
進
課
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
午
前
10
時
半
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
各
レ
ー
ン
、
フ
レ
ー
ム
を
立
て
て
ガ
ー
タ
ー
無

し
の
２
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弘
前
支
部　

本
間　

操
）

《
結
果
》

優
勝
…
坂
田
武
博
　
　
準
優
勝
…
角
田
秀
明

各
レ
ー
ン
ト
ッ
プ
賞

　
　
　
　
　
　

植
田
康
雄
、
工
藤
鉄
蔵
、
成
田
ヒ
サ
、
大
村
嗣
郎
、
柴
田
友
子

　
　
　
　
　
　

岡
野
栄
子
、
福
井
敬
子
、
筑
田
美
根
子
、
本
間
晴
子

Ｂ
・
Ｂ
賞　
　

石
岡
啓
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あ す な ろ 友 の 会 の 活 動

「
カ
ラ
オ
ケ
と
食
事
の
会
」

「
室
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
～
ゆ
か
い
な
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
～
」

八
戸
支
部

　

今
年
も
昨
年
に
続
い
て
八
戸
市
の
新
井
田
「
カ
ラ
オ
ケ
合

衆
国
」
で
新
春
１
月
17
日
（
金
）
に
開
催
。

　

近
年
に
な
い
参
加
者
多
数
の
16
人
。
女
性
の
参
加
者
も
５

人
あ
り
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
が
多
く
「
ふ
ん
え
き
」
は
最
高
潮
に

盛
り
上
が
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
嫌
い
の
事
務
局
長
は
津
軽
弁
で

歌
い
、
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
た
。
時
間
は
無
制
限
の
た
め
参

加
者
は
十
二
分
に
歌
い
ま
く
り
、
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
て

腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
い
た
。
新
会
員
の
方
々
も
美
声

を
発
揮
し
、
笑
顔
で
皆
さ
ん
と
交
流
。
途
中
の
食
事
時
間
も

食
べ
な
が
ら
歌
っ
て
い
た
。
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
も
こ
の
カ
ラ

オ
ケ
で
発
散
。
声
を
出
し
て
楽
し
く
交
流
す
る
の
が
健
康
に

非
常
に
良
か
っ
た
と
参
加
者
の
顔
に
書
い
て
あ
っ
た
一
日

だ
っ
た
。
来
年
も
さ
ら
に
参
加
者
を
増
や
し
て
や
り
た
い
と

皆
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
。　
　

 （
八
戸
支
部　

苅
田　

満
雄
）

　

２
月
14
日
（
金
）
９
時
～
12
時
、
冬
場
の
体
力
維
持
に
イ
ン
ド
ア
で
出
来
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
日
参
加
し
た
仲
間
は
14
人
。

　

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
カ
ー
リ
ン
グ
に
似
た
ゲ
ー
ム
。
デ
ィ
ス
ク
（
ス
ト
ー
ン
の
か
わ
り

に
円
盤
）
を
キ
ュ
ー
と
い
う
ス
テ
ッ
ク
を
使
っ
て
コ
ー
ト
内
の
得
点
に
入
れ
る
。
チ
ー
ム

４
人
で
先
攻（
黄
色
の
デ
ィ
ス
ク
）後
攻（
黒
色
の
デ
ィ
ス
ク
）、交
互
に
１
枚
ず
つ
シ
ュ
ー

ト
し
て
い
く
。
８
枚
シ
ュ
ー
ト
し
終
え
る
と
1
ゲ
ー
ム
終
了
。
コ
ー
ト
の
長
さ
は
16
ｍ
。

結
構
力
が
必
要
だ
。
ゲ
ー
ム
は
２
フ
レ
ー
ム
か
３
フ
レ
ー
ム
で
、得
点
の
多
い
方
が
勝
ち
。

誰
で
も
簡
単
に
出
来
る
し
場
所
も
と
ら
な
い
。
私
た
ち
は
3
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
リ
ー

グ
戦
を
や
り
、
優
勝
チ
ー
ム
に
支
部
長
賞
と
考
え
た
が
、
３
チ
ー
ム
と
も
甲
乙
つ
け
が
た

い
成
績
な
の
で
賞
品
は
な
し
、
全
員
に
参
加
賞
と
な
っ
た
。

　

誰
も
が
楽
し
め
て
簡
単
な
の
で
、
全
県
の
友
の
会
で
大
会
を
開
き
た
い
と
参
加
者
全
員

が
盛
り
上
が
り
楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
た
。
な
ん
と
か
各
支
部
に
指
導
と
普
及
を
行
い
た

い
。
各
支
部
交
流
の
場
に
な
る
こ
と
う
け
あ
い
だ
と
感
じ
た
の
は
私
一
人
で
な
か
っ
た
。

（
八
戸
支
部　

苅
田　

満
雄
）
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楽
し
か
っ
た
貯
筋
体
操
～
使
っ
て
貯
め
よ
う
筋
肉
貯
筋
～

下
北
支
部

　

長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ご
指
導
で
棟
方
由
美
子
先
生
を
講
師
に
、
11
月
13
日

（
水
）
む
つ
市
中
央
公
民
館
で
「
生
涯
元
気
、
貯
筋
体
操
で
体
を
動
か
し
介
護
予
防
」

を
目
的
に
健
康
教
室
を
開
催
し
た
。

　

人
生
80
年
時
代
到
来
！
元
気
で
活
き
活
き
と
！
筋
力
の
衰
え
や
柔
軟
性
低
下
を
自

覚
し
な
が
ら
も
「
老
化
の
下
り
坂
」
を
ゆ
る
や
か
に
！
「
た
っ
た
10
分
無
理
な
く
体
を

動
か
す
だ
け
で
、
快
適
・
介
護
知
ら
ず
の
身
体
に
」
変
身
を
目
的
に
体
操
が
始
ま
っ
た
。

　

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
・
足
踏
み
拍
手
、
三
味
線
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ラ
ジ
オ
体
操
。

　

音
楽
が
流
れ
る
と
「
ウ
ォ
ー
」
と
言
う
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
三
味
線
の
伴
奏
に

合
わ
せ
て
、
笑
い
な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
を
楽
し
ん
だ
。

　

次
に
、
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
へ
。
手
足
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
、
笑
い
の
中
に
も
老

化
を
自
覚
～
。

　

い
よ
い
よ
主
題
の
貯
筋
運
動
、
貯
筋
の
テ
ー
マ
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
太
も
も
・
足
の

付
け
根
・
脛
・
ふ
く
ら
は
ぎ
・
お
な
か
と
、
座
位
と
立
位
で
、
年
齢
と
共
に
落
ち
や
す

い
筋
肉
（
腹
筋
・
大
腿
筋
・
背
中
等
）
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。

　

さ
ぼ
る
筋
肉
・
遅
れ
て
も
動
く
筋
肉

を
動
か
す
運
動
に
身
も
心
も
欣
喜
雀
躍

す
る
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
、
最
後
は
筋
ト
レ
ダ

ン
ス
「
千
恵
っ
子
よ
さ
れ
」
を
楽
し
ん

で
ま
と
め
た
。

　

盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、「
安
全

第
一
に
」
楽
し
ん
だ
。

　

ど
こ
で
も
で
き
る
、
動
き
や
す
い
身

体
を
、
大
事
な
身
体
の
機
能
を
保
ち
、

貯
筋
体
操
で
身
体
を
動
か
し
て
生
涯
元

気
を
合
い
言
葉
に
「
面
白
か
っ
た
ま
た

や
り
た
い
」
と
言
っ
て
、
大
喜
び
、
身

も
心
も
若
返
っ
た
気
分
の
楽
し
い
一
日

で
あ
っ
た
。　
（
下
北
支
部　

祐
川　

猛
）

体
力
維
持
～
郷
土
料
理
と
長
寿

上
十
三
支
部

　

最
近
、
課
題
の
カ
ロ
リ
ー
、
減
塩
を
重
視
し
た
食
材
で
の
料
理
、
け
の
汁
、
小
松
菜
と

ハ
ム
の
あ
え
も
の
、
は
ん
ぺ
ん
の
チ
ー
ズ
焼
き
、
い
わ
し
の
衣
揚
げ
等
に
つ
い
て
、
石
井

京
子
先
生
か
ら
、
懇
切
丁
寧
な
説
明
を
受
け
て
各
部
門
で
挑
戦
、
水
道
水
の
音
、
皮
剥
ぎ

の
音
、包
丁
の
切
る
音
等
が
響
き
わ
た
っ
た
。
ま
も
な
く
鍋
の
沸
騰
の
音
、香
り
が
漂
い
、

頭
脳
ケ
ア
に
直
結
？
完
成
、
盛
付
け
、
分
配
、
皆
さ
ん
微
笑
、
オ
ー
、
イ
イ
感
じ
、
美
味

そ
う
と
口
々
に
し
て
会
食
、
美
味
し
い
、
う
ま
い
の
小
声
が
耳
に
入
り
…
満
足
感
を
受
け

た
。
先
生
一
声
、
ど
う
で
す
か
？
全
員
口
を
揃
え
て
凄
く
美
味
し
い
で
す
の
声
…
よ
か
っ

た
ね
。
微
笑
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
家
庭
に
反
映
さ
せ
れ
ば
、
体
調
良
好
、
体
力
増
進
し
て

皮
膚
に
張
り
が
出
来
て
、
若
さ
が
増
し
病
気
軽
減
、
長
寿
に
直
結
を
す
る
こ
と
を
強
調
確

認
し
て
握
手
を
し
て
岐
路
に
つ
い
た
。

　

三
月
中
旬
、
運
営
委
員
会
を
開
き
、
26
年
度
の
事
業
検
討
と
総
会
の
準
備
、
棟
方
指

導
員
か
ら
新
長
寿
運
動
の
指
導
を
受
け
て
、
冬
期
間
の
硬
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
を
解

し
て
、「
身
も
心
も
」
爽
や
か
な
気
分
で
総
会
に
入
れ
る
喜
び
は
い
っ
ぱ
い
で
、
前
年

度
の
基
盤
に
立
ち
、
よ
り
多
く
の
仲
間
と
繋
ぎ
一
層
絆
を
深
め
て
、
無
理
、
無
駄
の
少

な
い
攻
め
の
楽
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
一
人
で
す
。（

上
十
三
支
部　

武
田　

茂
）
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青
森
市
在
住
の
神
さ
ん
は
青
森
市
の

「
手
品
愛
好
会
」
の
代
表
を
務
め
る
。
毎

年
会
員
と
青
森
市
内
の
保
育
園
や
介
護

老
人
保
健
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
手
品
を

披
露
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

64
歳
で
建
設
会
社
を
退
職
後
、
手
品

を
始
め
た
の
は
65
歳
。
大
の
酒
好
き
だ
っ

た
が
宴
会
芸
が
な
く
、
周
囲
を
楽
し
ま

せ
る
一
芸
を
身
に
付
け
よ
う
と
、
短
期

の
手
品
講
習
に
通
っ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
と
い
う
。

　

当
時
、「
手
品
講
座
」
の
指
導
講
師
だ
っ

た
、
故 

伊
藤
喜
蔵
氏
に
師
事
。
習
っ
た

手
品
を
緊
張
し
な
が
ら
も
披
露
す
る
と
見

て
い
た
人
が
驚
い
て
く
れ
た
。
そ
の
顔
を

見
て
「
自
分
の
生
き
が
い
見
つ
け
た
」
と

一
気
に
手
品
の
世
界
に
の
め
り
込
ん
だ
。

平
成
11
年
３
月
に
青
森
市
マ
ジ
シ
ャ
ン
ク

ラ
ブ
に
入
会
し
、
腕
に
磨
き
を
か
け
た
。

　
「
朝
、
目
覚
め
た
ら
手
品
の
ネ
タ
を
考

え
る
」
こ
れ
ま
で
自
身
で
披
露
し
て
き

た
手
品
は
3
0
0
0
種
類
以
上
に
上
り
、

中
で
も
人
気
が
高
く
得
意
な
の
は
、
空
き

箱
か
ら
人
や
鳩
を
登
場
さ
せ
る
出
し
物
。

「
お
客
さ
ん
が
驚
い
て
く
れ
る
の
が
嬉

し
い
」
手
品
道
具
は
殆
ど
が
自
作

で
、
自
宅
に
隣
接
し

た
２
階
建
の
倉

庫
２
階
、
通
称

「
手
品
研
修
部

屋
」
に
は
、
パ

ラ
ソ
ル
や
ネ
ッ
カ

チ
ー
フ
な
ど
様
々
な
道
具
が
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
て
い
る
。

　

平
成
14
年
２
月
青
森
県
シ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
（
奇
術
部
門
）
に
認
定
さ
れ
た
。
平

成
18
年
２
月
に
「
手
品
愛
好
会
」
を
設
立
、

代
表
と
な
り
、
同
18
年
に
青
森
市
文
化
団

体
協
議
会
よ
り
、「
文
化
功
労
賞
」を
受
賞
。

　

10
年
前
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
手

品
教
室
の
講
師
と
し
て
指
導
を
始
め
た
。

現
在
は
週
１
回
、
同
世
代
の
人
達
を
中
心

に
手
品
を
教
え
て
い
る
。「
引
っ
込
み
思

案
の
人
も
手
品
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
ど

ん
ど
ん
明
る
く
な
っ
て
く
る
」
と
手
品
の

魅
力
を
話
す
。

　

同
会
は
今
年
２
月
で
活
動
８
周
年
目
を

迎
え
る
。
青
森
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

祭
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
手
品
愛
好
会
10
年
間
出

演
。
今
後
は
「
日
本
人
ら
し
く
和
服
や
は

か
ま
を
着
て
、手
品
を
す
る
の
が
今
の
夢
」

と
意
欲
満
々
に
語
ら
れ
る
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

工
藤
文
男
）

「手品愛好会」  代表 神　正光さん（七九歳）

Iki Iki Senior
生

い

き生
い

きシニア 生きがい見つけた
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還
暦
を
境
に
趣
味
一
筋
に
打
込
む
元
理
容
師

一
戸　

清
一
さ
ん（
七
九
歳
）

「
つ
る
し
雛
に
生
き
甲
斐
見
つ
け
た
」

～
好
き
な
こ
と
を
し
て
喜
ば
れ
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
～

大
久　

良
榮
さ
ん（
八
八
歳
）

　

あ
す
な
ろ
友
の
会
会
員
で
、
米
寿
を
迎

え
た
大
久
良
榮
（
大
正
14
年
生
）
さ
ん
の

自
宅
を
訪
ね
た
。

　

丁
度
、「
勝
利
の
誉
れ
馬
（
押
絵
）」
の

大
作
に
取
り
組
ん
で
た
。

　

米
寿
を
迎
え
た
と
い
う
年
齢
（
と

し
）
を
感
じ
さ
せ
な
い
活
き
活
き
と
し
た

若
々
し
い
姿
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
作
っ
た
作
品
が
、
所
狭
し

と
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
箱
に
き

ち
ん
と
整
理
し
て
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
沢
山
有
っ
た
の
で
す

が
、
近
所
の
人
や
友
達
に
あ
げ

て
喜
ば
れ
る
の
が
楽
し
み
で
、

気
が
向
い
た
と
き
、
い
つ
で
も

取
り
か
か
れ
る
よ
う
に
居
間
を

仕
事
場
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

言
う
。

　

若
い
時
、
洋
裁
や
和
裁
を

し
て
い
た
大
久
さ
ん
が
、
80

歳
の
頃
、
手
芸
店
で
「
つ
る

し
雛
」
と
出
会
っ
て
虜
に
な
っ

た
と
言
う
。

　

手
作
り
が
大
好
き
な
大
久
さ

ん
、
手
芸
店
の
教
室
に
通
っ
て

み
た
が
「
習
う
の
で
は
な
く
自

分
で
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
弓

岡
勝
美
先
生
の
「
～
つ
る
し
雛

（
ち
り
め
ん
の
つ
り
飾
り
と
お

雛
様
）
～
」
と
い
う
参
考
書
を
求
め
、
独

学
で
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

季
節
を
楽
し
む
五
節
供
（
雛
飾
り
・
端

午
・
七
夕
・
重
陽
・
人
日
）
の
つ
り
飾
り

へ
と
、「
頭
と
指
先
を
使
う
細
か
い
作
業

な
の
で
、
老
化
防
止
に
打
っ
て
つ
け
」
と

言
っ
て
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
喜
ば
れ
る

こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
、
こ
れ
を
生
き
甲
斐

に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

祐
川　

猛
）

　

む
つ
市
田
名
部
立
山
に
、
一
戸
清
一

さ
ん
の
恐
山
街
道
そ
ば
に
あ
る
作
業
場

を
訪
ね
た
。
理
容
師
と
し
て
40
年
働
き
、

60
歳
で
仕
事
を
や
め
て
、
奥
さ
ん
と
息

子
さ
ん
に
店
を
ま
か
せ
て
趣
味
の
世
界

に
飛
び
込
ん
だ
そ
う
だ
。
き
っ
か
け
は
、

北
海
道
旅
行
中
に
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
見
て
興
味
を
も
ち
、
今
ま
で
に
作
っ

た
作
品
は
、
鳥
獣
類
が
主
で
、
ト
ン
ボ
、

え
り
ま
き
と
か
げ
、
カ
ブ
ト
虫
、
す
ず

め
等
約
30
数
種
類
、
材
料
は
、
浮
標
、

パ
イ
プ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
鉢
類
な
ど

の
廃
棄
物
を
種
類
毎
に
利
用
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
れ
か
ら
の
夢
は
何
で
す
か

と
聞
く
と
、
一
周
３
０
０
ｍ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
道
路
と
花
一
杯
の
公
園
を
作
り

子
供
達
に
遊
び
に
来
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
る
。
動
物
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
冬
期
間
に
主
に
作
成
し
て
、

春
、
夏
は
花
類
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
打
込

ん
で
い
る
と
い
う
一
戸
さ
ん
、
中
々
夢

多
き
一
戸
さ
ん
で
あ
る
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

雪
田
一
雄
）
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私
のせ

ん
り
ゅ
う絵日
記

第八回
『せんりゅう絵日記』

　

前
回
、
前
々
回
の
江
戸
川
柳
（
古
川
柳
）
は
如
何
で
し
た
？
現
代
の
我
々
の

心
情
と
、
た
い
し
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
は
ず
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。

　

川
柳
は 

―
― 

人
間
を
詠
む
文
芸 

―
― 

つ
ま
り
、
日
々
の
喜
怒
哀
楽
を
書

く 

―
― 

の
だ
か
ら
、
１
５
０
年
前
の
江
戸
の
人
々
と
い
っ
て
も
同
じ
庶
民
同

士
、
心
が
通
じ
合
う
の
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
連
載
も
最
終
回
。
現
代
に
戻
ろ
う
。

　

僕
は
、
東
奥
日
報
で
募
集
す
る
「
高
校
生
の
川
柳
」
の
選
者
を
毎
年
お
お
せ

つ
か
っ
て
い
る
。

　

そ
の
欄
で
、
な
ん
と
、
３
年
連
続
「
天
」
を
取
っ
た
少
女
が
い
る
の
で
す

よ
。
そ
の
娘
の
句
と
、
そ
の
時
の
僕
の
（
選
者
の
）
評
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
無
限
大
こ
ん
な
小
さ
な
手
の
力

　
　
　
　

青
森
南
１
年　

菊
池　

真
緒
子

　
　
　
　

【
評
】�

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
句
。
「
ち
い
さ
な
手
」
と
「
無
限
大
」

の
対
比
が
ピ
タ
リ
決
ま
っ
た
。

　
　
人
生
を
決
め
る
消
し
ゴ
ム
転
が
っ
た

　
　
　
　

青
森
南
２
年　

菊
池　

真
緒
子

　
　
　
　

【
評
】�

作
者
の
お
お
ら
か
さ
と
ユ
ー
モ
ア
に
脱
帽
だ
。
本
当
に
人
生

を
決
め
る
サ
イ
コ
ロ
（
消
し
ゴ
ム
）
で
あ
る
は
ず
も
な
い
の

だ
が
、
本
人
は
大
真
面
目
だ
か
ら
お
か
し
い
。

　
　
扇
風
機
お
前
も
自
問
自
答
だ
な

　
　
　
　

青
森
南
３
年　

菊
池　

真
緒
子

　
　
　
　

【
評
】�

世
は
省
エ
ネ
時
代
。
押
し
入
れ
か
ら
引
っ
張
り
出
さ
れ
、

せ
っ
せ
と
働
く
扇
風
機
。
よ
く
見
れ
ば
、
苦
し
そ
う
に
首
を

振
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
扇
風
機
に
同
上
す
る
優
し
い

心
根
の
作
者
。

　

一
応
念
の
た
め
に
断
っ
て
お
く
が
、
選
者
は
作
者
の
名
前
を
知
ら
な
い
。

し
か
も
沢
山
の
応
募
の
中
か
ら
、
入
選
す
る
の
は 

―
― 

特
選
３
句
（
天
地

人
）
、
秀
逸
５
句
、
佳
作
20
句
、
計
28
句
だ
け
。
こ
の
娘
の
３
連
覇
は
、
宝
く

じ
的
確
立
で
の
達
成
で
あ
っ
た
。

誰
だ
っ
て
は
じ
め
は
み
ん
な
下
手
。
頭
を
ひ
ね
っ
て
句
を
作
る
の
が
大
事
な
の

だ
。
ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
も
、
や
っ
て
み
る
価
値
は
あ
り
ま
っ
せ
。
ホ
ン
ト
。

文・絵葉書 髙 瀨 霜 石
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あと
 がき

皆様、いかがお過ごしでしょうか。今年度最終号の発行になりました。情報提供して下さいました皆様に
深く感謝申し上げます。今後とも元気なシニアの皆さんを応援してまいります。来年度もよろしくお願い致
します。（機関誌担当　成田）

機関誌は６月・９月・１２月・翌年３月の年４回発行しております。
お読みになりたい方は当事務局または、県民福祉プラザ内に設置していま
すので、ご自由にお持ちください。
また、定期購読は、送料５６０円（切手）をお送り頂きますと６月・９月・
１２月・翌年３月の発行時にお送り致します。
詳細は青森県長寿社会振興センター　機関誌担当まで

機関誌「あすなろ倶楽部」の入手方法
平成26年度定期購読について

貸館部分使用料（1時間単位）

平成26年４月１日より下記料金が適用されます

利用時間：
午前９時から午後９時まで  ※準備及び撤収時間含む

　県民福祉プラザは、高齢者や障害のある方々のモデルハウスや福祉機器を紹
介し、福祉に関する情報の収集及び提供を行うとともに、県民の皆様が福祉に
関して研修等を行い、集うことのできる施設の増進を図るため、行政と民間団
体の連携により総合的なサービスを提供する拠点として建設されました。
　どうぞお気軽にご来館され、また、研修室等ご利用の際は、お気軽にお問い
合わせの上、ご利用ください。
　平成26年４月１日からの消費税引き上げに伴い県民福祉プラザ施設使用料
が下記のとおり変更する予定です。料金のお問い合わせはプラザ管理室までお
願い致します。

交通機関	 市営バス	 ●�中央環状線「県民福祉プラザ前」
下車

	 	 ●�JR青森駅前４番のりばから市民病
院行き、青森公立大学行き、横内環
状線、問屋町行き、大野浜田循環
線、朝日放送行き15分、「働く女性
の家前」下車、徒歩１分

	 	 ●�国道４号線「市役所前」、「NTT
前」下車、徒歩10分

	 タクシー	 ●JR青森駅前より約10分

駐 車 場	 �駐車スペースが少ないので、なるべく公共交通機
関等をご利用ください。

階 部屋名 利用定員
社会福祉法人等が
使用する場合

社会福祉法人等以外
の者が使用する場合

現　行 改正後 現　行 改正後

４階

県民ホール 350席 1,900 円 1,950 円 3,800 円 3,900 円
大研修室 100名 600円 600円 1,200 円 1,200 円
中研修室 75名 445円 455円 890円 910円
小研修室 24名 160円 160円 320円 320円
多目的室４A 40名 290円 295円 580円 590円
多目的室４B 45名 290円 295円 580円 590円
講師控室２ － 135円 135円 270円 270円

３階
多目的室３B 30名 185円 190円 370円 380円
多目的室３C 19畳 130円 130円 260円 260円
講師控室１ － 135円 135円 270円 270円

２階
多目的室２A 50名 440円 450円 880円 900円
多目的室２B 24名 180円 185円 360円 370円

５階 調理実習室 ５台 260円 265円 520円 530円
※県民ホール利用で入場料を徴収する場合の使用料

入場料その他
これに類する料金

1,000 円未満 2,470円 2,535 円 4,940 円 5,070 円
2,000 円未満 2,850円 2,925 円 5,700 円 5,850 円
3,000 円未満 3,420円 3,510 円 6,840 円 7,020 円
3,000 円以上 3,800円 3,900 円 7,600 円 7,800 円

利用時間・休館日
施　設 利用時間 休館日

貸館部分（県民ホール、研修室等） 午前９時～午後９時

毎月第３月曜日
12月29日～１月３日

モデルハウスコーナー・福祉機器展示コーナー
情報提供コーナー等その他 午前９時～午後５時

貸館事務（研修室等利用申込等） 午前９時～午後５時

県民福祉プラザ
〒030－0822 青森市中央３丁目20番30号

TEL 017－777－9191　FAX 017－777－0013

県民福祉プラザご利用の案内

14



青森県高齢者

あおもり長寿セミナー
青森県高齢者 ラ ジ オ 放 送 講 座

平成26年４月５日●～平成27年 月 日●
放送時間

放送期間

RABラジオ（青森放送）
毎月第１、第３土曜日の朝６時30分から７時まで（30分間）
１年分3,000円（１ヶ月250円）※随時受付しますテキスト料金

内　　容 ・一般教養　・生き方（心の持ち方や人生論など）　・健康づくり（病気の予防など）
・生きがいづくり（余暇・社会参加など）　・仲間づくり（県内サークルの紹介など）（主なテーマ）

放 送 例 「のっぽさん人生」　　　　　　俳優・作家・歌手　　　　高見のっぽ 氏
「たばこが皮膚に与える影響」　青森中央学院大学長　　　花田　勝美 氏
「メモリーグラスの秘密」　　　シンガーソングライター　堀江　　淳 氏
「ふるさとの言葉」　　　　　　方言研究家・川柳作家　　渋谷　伯龍 氏
「地域とともに」　　　　　　　弘前大学長　　　　　　　佐藤　　敬 氏

　青森県長寿社会振興センターでは、明るく活力ある長寿社会
を目指して、高齢者の生きがいと健康づくり事業を行っていま
す。　この「あおもり長寿セミナー」は
、県内外の著名な講師のお話を聞き、
より豊かな生活で、健やかに生きがい
をもてるよう、みなさんが学習できる
ための放送講座を実施しております。

　お申し込みいただくと、毎月様々
なテーマに沿った放送内容のテキス
トを送付させていただきます。また、
スクーリングや修学旅行（別途料金）
にも参加でき、受講生間の交流もは
かることができます。　人生 90 年時
代、健やかで、生きがいをもって社会
活動を送れるよう、受講生になって
みてはいかがでしょうか。

修学旅行（兼六園）

学び仲間との
交流なども
あります！

受講生
募集中

あ
す
な
ろ
倶
楽
部

Vol.87
平
成
26年

３
月
25日

発
行

発
行
者
　
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー

印
刷
　
ワ
タ
ナ
ベ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

お問い合わせ　青森県長寿社会振興センター
〒030－0822  青森市中央３丁目20－30  県民福祉プラザ３階  Tel ： 017－777－6311  Fax ： 017－735－1160

ホームページ　http://www.choju-aomori.or.jp/

平成26年度

※定員になり次第締め切ります。
平成26年４月４日㈮まで

概ね60歳
以上で県内に
お住まいの方

受講生募集！
青森シニアカレッジ

青森県
Aomori Prefectural Government

時代に即した教養を身に着けるとともに、レク
リエーション活動や社会活動をとおして、心身
の健康保持に役立てることを目的にしています。

学習目的

①一般教養　②健康と生活
③地域と歴史文化　④各種クラブ活動講座内容
青　森　県
青森県長寿社会振興センター主　　催
青森県総合社会教育センター
（青森市荒川字藤戸119－7）主な会場

受講申込

募集定員受講資格

150名講師は
各分野の
専門家


